
「口腔と全身疾患との関係についての関心度・期待度」 

内部調査調整プロジェクト結果報告 

                       全国国民健康保険診療施設協議会 

                               歯科保健委員会 

 

【はじめに】 

 

 全国国民健康保険診療施設協議会（国診協）会員施設（歯科）の大多数は、へき地・ 離

島・中山間地域等に位置しており、今まで医療資源や財源が乏しい中で、率先して保健・

医療・介護・福祉の連携統合を図り、 人間性豊かな地域づくりに取り組んできている。こ

れまでも少ない医療・介護人材でさまざまな工夫を行いながら救急医療や感染症対応、災

害医療、在宅医療などの地域包括ケアを支えてきた。国診協の特徴は、歯科医療機関を包

含していることにある。さらに、「ありたい姿プロジェクト」においても、医科歯科連携

で実現できる内容が盛り込まれている。 

 

【目的】 

国診協内での医科歯科連携をさらに促進させる対策を構築すること。 

 

【方法】 

歯科以外の職種に対して、口腔（歯科）と全身疾患との関係についての現在の関心度およ

び歯科への期待度を調査した。 

国診協歯科保健委員会では、令和 7 年度国保直診実態調査を令和 7年 12月 1日にすべて

の国保直診施設へ発出し、令和 7 年 12 月 22 日を回答期限として実態調査を行った。調査

内容は、口腔（歯科）と全身疾患との関係についての現在の関心度および歯科への期待度

である。倫理的配慮としては、 本調査は当会正副会長会、調査研究委員会、総務企画委員

会、歯科保健委員会の承認を得て実施し、回答・提出により参加同意とみなした。 

 

【結果】 

467件（792件中）から回答を得た。 

 

１．施設の概要 

① 施設形態 



 

無床診療所および歯科診療所（無床）が 60.6%(283)であった。 

 

② 施設規模 

 

診療所が 68.5%と最も高かった。 

 

③ 医科医師数（医科標榜施設のみ） 

31.5%(147)

3.6%(17)

4.3%(20)

55.0%(257)

5.6%(26)

病院 有床診療所（病床稼働有）

有床診療所（病床稼働無） 無床診療所

歯科診療所

5.6%(26)

9.0%(42)

16.9%(79)

68.5%(320)

大規模病院（200床以上） 中規模病院（100床～199床）

小規模病院（20床～99床） 診療所



 
 

医師数は２人未満が最も高かった。 

 

④ 歯科医師数（歯科標榜施設のみ） 

 

歯科医師数は 2人未満が最も高かった。 

⑤ 施設内歯科の有無 

54.6%(241)

15.6%(69)

10.9%(48)

11.3%50)

6.6%
0.9%(29)

2人未満 2人以上5人未満 5人以上10人未満

10人以上30人未満 30人以上 無回答

84.6%(104)

13.0%(16)

2.4%(3) 1.6%(2)

2人未満 2人以上4人未満 4人以上6人未満 6人以上 無回答



 

「施設内に歯科なし」が最も高かった。 

 

２．設問 

 

（1） 貴施設では医科歯科連携を行っていますか？【一つ選択】 

 

大規模病院で医科歯科連携が最も行われていた。 

 

 

(2)設問(1)で「行っている」と回答した方にお尋ねします。 

(2-1) 具体的な連携方法を教えてください。【自由記載抜粋】 

26.3%(123)

55.7%(260)

18.0%(84)

施設内に歯科あり 施設内に歯科なし 無回答

88.0%(22)

59.5%(25)

35.4%(28)

25.9%(83)

33.9%(158)

12.0%(3)

40.5%(17)

64.6%(51)

71.3%(228)

64.2%(299)

4.0%(1)

2.8%(9)

2.1%(10)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大規模病院

中規模病院

小規模病院

診療所

全体

行っている 行っていない 無回答



・同施設に歯科が併設しているため、入院患者の口腔衛生管理を行っている。 

・地元歯科医師会（近隣の歯科診療所）・大学病院（歯科）と連携して歯科医師を派遣依

頼・口腔衛生管理を行っている。 

・診療情報提供書にて BP 製剤・がん・肺炎・妊婦・緩和ケア・ミールラウンド（食事観

察）・栄養管理・周術期・糖尿病・摂食嚥下・骨粗しょう症・口腔周囲外傷などで連携し

ている。 

・歯科衛生士のみを雇用して医科歯科連携をはかっている。 

 

(3)患者の口腔の健康状態に関心はありますか？【一つ選択】 

 
患者の口腔の健康状態に関心がある（大いにある・ある）のは、医科歯科連携率が高い

(1)大規模病院よりも小・中規模病院の方が高かった。診療所では、「口腔の健康状態」

に対して関心が低かった。 

 

 

(4)設問(3)で「大いにある」「ある」と回答した方にお尋ねします。 

 

(4-1)どのような内容に関心がありますか？【複数選択可】 

40.0%(10)

45.2%(19)

30.4%(24)

19.4%(62)

24.7%(115)

44.0%(11)

42.9%(18)

63.3%(50)

52.5%(168)

53.0%(247)

4.0%(1)

7.1%(3)

3.8%(3)

13.4%(43)

10.7%(50)

2.4%(1)

1.3%(1)

3.8%(12)

3.0%(14)

16.0%(4)

2.4%(1)

1.3%(1)

10.9%(35)

8.8%(41)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大規模病院

中規模病院

小規模病院

診療所

全体

大いにある ある あまりない ない 無回答



 

「高齢者の口腔衛生管理（誤嚥性肺炎）」について全ての施設形態で口腔と全身との関係

について関心があった。「周術期における口腔衛生管理」について中・大規模病院におい

て関心があった。「口腔（特に歯周病）と全身疾患とのかかわり」について全ての施設形

態で関心が無かった。 

 

 

（5）設問（3）で「あまりない」「ない」と回答した方にお尋ねします。 

（5-1）関心がない理由をお聞かせください。【自由記載抜粋】 

・患者が希望しないため。 

・主病因と関係が無いから。 

4.8%(1)

5.4%(2)

5.4%(4)

9.6%(22)

8.0%(29)

90.5%(19)

100.0%(37)

98.6%(73)

90.0%(207)

92.8%(336)

61.9%(13)

73.0%(27)

41.9%(31)

61.7%(142)

58.8%(213)

23.8%(5)

21.6%(8)

6.8%(5)

13.9%(32)

13.8%(50)

71.4%(15)

64.9%(24)

8.1%(6)

5.7%(13)

16.0%(58)

47.6%(10)

75.7%(28)

52.7%(39)

41.7%(96)

47.8%(173)

52.4%(11)

67.6%(25)

48.6%(36)

54.8%126)

54.7%(198)

9.5%(2)

2.7%(4)

1.7%(4)

2.2%(8)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大規模病院

中規模病院

小規模病院

診療所

全体

小児の口腔機能発達不全（口呼吸など）

高齢者の口腔衛生管理（誤嚥性肺炎など）

口腔（特に歯周病）と全身疾患とのかかわり

障がい者の口腔衛生管理

周術期における口腔衛生管理



・普段から歯科と連携していから。 

 

（6）診療において歯科と連携することにどれほど期待していますか？【一つ選択】 

 
医科歯科連携に関して大いに期待している・期待している施設は、全ての施設形態で高か

った。（70.0%～86.1%）しかし、診療所では最も低かった。 

 

 

 

（7）設問(6)で「大いに期待している」「期待している」と回答した方にお尋ねします。 

(7-1)どのようなことに期待していますか？【複数選択可】 

44.0%(11)

45.2%(19)

21.5%(17)

16.9%(54)

21.7%(101)

40.0%(10)

38.1%(16)

64.6%(51)

53.1%(170)

53.0%(247)

4.0%(1)

14.3%(6)

12.7%(10)

15.9%(51)

14.6%(68)

2.5%(8)

1.7%(8)

16.0%(4)

2.4%(1)

1.3%(1)

11.6%(37)

9.2%(43)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大規模病院

中規模病院

小規模病院

診療所

全体

大いに期待している 期待している あまり期待していない

期待していない 無回答



 

9.5%(2)

5.7%(2)

4.4%(3)

10.3%(23)

8.6%(30)

90.5%(19)

88.6%(31)

85.3%(58)

83.9%(188)

85.1%(296)

19.0%(4)

31.4%(11)

8.8%(6)

22.8%(51)

20.7%(72)

76.2%(16)

65.7%(23)

16.2%(11)

7.1%(16)

19.0%(66)

47.6%(10)

68.6%(24)

54.4%(37)

28.6%(64)

38.8%(135)

33.3%(7)

54.3%(19)

47.1%(32)

49.6%(111)

48.6%(169)

38.1%(8)

40.0%(14)

27.9%(19)

29.5%(66)

30.7%(107)

14.3%(3)

2.9%(2)

3.6%(8)

3.7%(13)

61.9%(13)

62.9%(22)

51.5%(35)

19.6%(44)

32.8%(114)

76.2%(16)

82.9%(29)

77.9%(53)

79.5%(178)

79.3%(276)

4.8%(1)

4.4%(3)

1.8%(4)

2.3%(8)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大規模病院

中規模病院

小規模病院

診療所

全体

小児の口腔機能改善
誤嚥性肺炎予防
血糖値の管理
周術期の合併症予防
経口摂取への移行
認知症との関係（予防）
脳梗塞や心筋梗塞および挟心症との関係（予防）
早産・低体重児出産との関係（予防）
非経口摂取者や認知症患者の入院患者に対する口腔衛生管理
高齢者の口腔機能（咀嚼、嚥下等）管理
その他



医科歯科連携で最も期待している点は、全ての施設形態で「誤嚥性肺炎予防」および「高

齢者の口腔機能（咀嚼・嚥下等）管理」であった。一方、「小児および早産・低体重児」

に関しては低かった。 

 

（8）設問（6）で「あまり期待していない」「期待していない」と回答した方にお尋ねし

ます。 

（8-1）期待していない理由をお聞かせください。【自由記載抜粋】 

・患者が希望しないため。 

・主病因と関係が無いから。 

・普段から歯科と連携していから。 

・どうやって歯科と連携すればよいかわからないから。 

・口腔衛生管理の効果について不明であるため。 

・歯科との情報共有することについて患者の協力が得られにくいため。 

 

（9）医科歯科連携を行いやすくするためには歯科にどのようなことを期待しますか？

【自由記載抜粋】 

・歯科だけにというよりは、お互いが定期的に報告・相談できる協議会があって欲しい。 

・医師への歯科疾患についての教育や周知をして欲しい。歯科との勉強連携強化をしたい。 

・「かかりつけ歯科医」を持つことの推進していただき、ネットワークを各地域に転回し

て欲しい。 

・どこの歯科医院が口腔衛生管理（入院患者を含む）や摂食嚥下評価ができるのか情報が

無い。 

・医科歯科連携を容易にストレスなくできるような仲介組織が欲しい。 

・医科歯科連携に関する患者の理解の向上と医業収益の向上が望ましい。 

・訪問歯科診療を依頼したい事例（摂食嚥下・低栄養・口腔感染症管理など）は多いが度

の歯科医院ができるのか情報が無い。 

・歯科関係者の地域ケア会議への参加 

・地域や病院内・診療所内に歯科を設置して欲しい。 

・歯科との連携は必要であることは認識しているが、どうしてよいかわからない。 

 

 

【国診協内での医科歯科連携をさらに促進させる対策】 

対策として、これらの結果を踏まえて、研修会や学会発表や学会企画および地域医療誌等

を通じて理解を促していく。自由記載から、国診協らしい歯科と医科との研修会または事

例検討会の開催も選択肢の一つになると考える。 

 



【口腔に関する関心の程度から研修会の対象】 

患者の口腔の健康状態に関心がある（大いにある・ある）のは、医科歯科連携率が最も高

い大規模病院よりも小・中規模病院の方が高かった。一方、診療所では、「口腔の健康状

態」に対して関心が低かった。 

この結果から、対象は「診療所」を中心にする必要が示唆された。 

 

【研修会の内容】 

「高齢者の口腔衛生管理（誤嚥性肺炎）」について全ての施設形態で口腔と全身との関係

について関心があった。「周術期における口腔衛生管理」について中・大規模病院におい

て関心があった。一方、「口腔（特に歯周病）と全身疾患とのかかわり」について全ての

施設形態で関心が無かった。 

この結果から、「口腔（特に歯周病）と全身疾患とのかかわり」についての内容を中心に

行う必要が示唆された。 

医科歯科連携で最も期待している点は、全ての施設形態で「誤嚥性肺炎予防」および「高

齢者の口腔機能（咀嚼・嚥下等）管理」であった。一方、「小児および早産・低体重児」

に関しては低かった。 

この結果から、引き続き「誤嚥性肺炎予防」および「高齢者の口腔機能（咀嚼・嚥下等）

管理」についても働きかける必要が示唆された。 

自由記載から BP 製剤・がん・肺炎・妊婦・緩和ケア・ミールラウンド（食事観察）・栄養

管理・周術期・糖尿病・摂食嚥下・骨粗しょう症・口腔周囲外傷も挙がっていた。 

 

【医科歯科連携の推進】 

医科歯科連携に関して大いに期待している・期待している施設は、全ての施設形態で高か

った。（70.0%～86.1%） 

医科側からも歯科との連携は重要であることは認識しているので、合同の研修会（顔の見

える関係構築）や簡便な連携方法の構築を希望していた。 

この結果から、引き続き医科歯科連携を推進することによって、患者・住民の医療・保健

に貢献していく。さらに、この調査を経年的（3～5 年ごと）に行うことで、医科歯科連携

におけるこれからの対策の成果を確認し、対策内容を修正してまいりたい。 

 

 

 


